
 
 

ロロ・ピアーナ 2024年春夏 レディス・コレクション 

 

親和性がもたらす強い力。対話を通して可能性や視野が広がると、予期せぬことが起こります。ロロ・ピアーナの 2024 年春夏レ

ディス・コレクションでは、非常に豊かな文化や職人文化をもち、卓越性、タイムレス、自然との調和や、これ見よがしではないなが

らも強く謙虚であることなど、創業以来の価値観に極めて近い国、日本との親和性を探求します。工芸品やものづくりへのこだわり、

そして生涯をともにするアイテムをつくるという考え方も同様です。最終的にロロ・ピアーナと日本を密接に結びつけているのは、魂の

こもった完璧さへの絶え間ない探求により到達した、派手に主張しなくとも力強い謙虚さなのです。今コレクションは、形、色、生地

に軽やかに触れる反響へと変化する、親和性への旅なのです。 

 

流れるようなハーモニーと和装の鮮やかなシンプルさがコレクションに浸透しています。小さなスタンドカラーのカシミヤやシルクのキル

ティングコート、前結びのノーカラーの織物ジャケット、着物スタイルのジャケットとラウンドパンツ、プリントのロングドレスが揃います。

ピュアでスレンダーな仕立てで、アイコニックなスパーニャはコンパクトなミニサイズになっており、アウターはすっきりとしたリネンのような

夏らしい素材が使われています。ニットウェアは、飾り気のないものから控えめなものまで、自由自在なシルエットを定義しています。

ジャンパーにあわせた裾が劇的に絞られたパンツ、ショートパンツや小さなケープ、スカートやブラウスに使われるジャカードシルクは、

桜の花のように繊細です。日本人が「間」と呼ぶ身体と衣服の間の空間が、ゆとりのある優しいフォルムを特徴づけています。  

 

旅は 4 つのテーマで構成されます――贅沢な質感と落ち着いた色合いの「バンブー」から始まり、手仕事の美しさと日常を非日常

に変える「シブサ」では、新しい質感のアウターと、アースカラーに動きを加えるツイードの解釈が表現されます。淡い色彩と流れるよ

うなフォルムの「サクラ」、大胆でありながらも穏やかなブロックプリントの「カンジ」、それぞれの世界観が展開されます。 

 

カシミヤ、リネン、シルクデニム、シルクカシミヤ、リネン混紡織物、コットンリネンなどの素材が、センチャグリーン、バンブー、ヌガー、ジ

ンジャールート、スプリングソイル、ワイルドセージといった軽やかな色調、そしてブラック、クレイ・ティーポット、インクボトルといった深み

のある色調と融合し、質感とともに語りかけます。カラーパレットはブルーの色調がさらに豊かになり、日本の技から生まれたコットン

60％、シルク 40％の新素材、デニムシルクが登場します。キャッシュデニム🄬のきめ細かな生産工程に倣い、縦糸のコットンはその

ままに、横糸はカシミヤをシルクに置き換えています。 

 

アクセサリーでは新作の《ルーム・バッグ》を発表いたします。ダブルハンドルのトートバッグで、フラップ部分のバーが覆われており、それ

が織機のバーにかけられた布のドレープを連想させることからその名がつけられました。気軽に使いやすいこのバッグは、バターのよう

な柔らかなレザー製と、レザーのディテールを施したキャンバス製で展開します。特徴的な留め具を備えた丸みを帯びたクロスボディ

スタイルの《ギエラ・バッグ》には新サイズが登場し、《エクストラ・バッグ》はレザーやカラーのバリエーションが豊富に揃います。フラット

シューズやトングサンダル、サンダルと帽子やニット帽をあわせてルックが完成します。  

 

《エクストラ・バッグ》と《ギエラ》のディテールは、ブレスレットやネックレスにメタルとレザーを複雑に組み合わせ、新たなファッションジュエ

リーのコレクションを生み出しました。タイムレスで、多機能で、遊び心を備えたこのコレクションは、どんなシルエットにも完璧に調和し

ます。 

 

親和性の探求から、新しいスタイルの可能性が広がります。 

 

 
 

本件に関するお問合せ先： 

ロロ・ピアーナ ジャパン株式会社 

マーケティング＆コミュニケーション  

澤田 佳恵子 

EMAIL. kaeko.sawada@loropiana.com 

TEL. 03-3263-8247 

 

ロロ・ピアーナは、イタリアの卓越性の象徴であり、そのコレクションは控えめなエレガンスを特徴としています。1924年の創業以来、ロロ・ピアーナではグローバルなお

客様に美しく最高品質の製品をお届けすることを使命とし、そのサービス・クオリティのさらなる向上にも努めています。  


